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分担研究報告書 

難治性てんかんにおけるカンナビノイド（大麻抽出成分）由来医薬品の治験に向けた課題把握 

および今後の方策に向けた研究 

 

難治性脈管奇形（静脈奇形）の疼痛発生率解析について 

 

研究分担者：氏  名  秋田定伯 （福岡大学医学部 形成外科学・創傷再生学） 

 

Ａ.研究目的 

静脈奇形の主な症状は、腫脹 疼痛 感染

潰瘍出血などである。特に疼痛は通学や就労

を妨げるためQOLを著しく下げてしまう。

頭頚部の静脈奇形は下肢病変に比べて疼痛

の頻度が少ないことが経験上知られている。

疼痛を伴いやすい静脈奇形の特徴について

調べた。また今後カンナビド由来製剤適応つ

ういて発展可能か検討する。 

 

Ｂ.研究方法 

調査項目 

患者の性別 初診時の年齢 

病変の部位（頭頚部と四肢体幹に分けて集計） 

病変の深達度（「皮膚皮下まで」と「筋骨腱

に達する」に分けて集計） 

病変の大きさ（最大径が5㎝未満 5㎝以上

10㎝未満 10㎝以上の3つグループに分け

て集計） 

調査対象 

平成25年に行った血管腫血管奇形の全国

疫学調査で集められた患者データ（85施設

から回答があり、VM患者は2199例）から解

析を行った。 

解析方法 

それぞれの項目について集計表を作りカ

イ二乗検定を行った。さらに各項目が持つ疼

痛発生への寄与度を解析するため多変量解

析の一種である二項ロジスティク解析を行

った。 

研究要旨 難治性脈管奇形（静脈奇形）の疼痛発生率解析について 

 

2199例の定点解析から、四肢体幹の筋骨腱に達する静脈奇形の疼痛発生率は79％、

四肢体幹/皮膚皮下までの病変では43％、頭頸部/筋骨腱では28％、頭頸部/皮膚皮下では

11％であり、それぞれで有意差を認めた（p ＜ 0.01）。病変大きさ別の発生率は直径

10ｃｍ以上で67％、 5ｃｍ以上10ｃｍ未満で56％、5ｃｍ未満で29％であり、有意差

を認めた（p ＜ 0.01）。四肢体幹の病変では年齢増加に伴い疼痛合併例が増加し、7歳

を超えると発生率が50％を超えた。 

以上により、静脈奇形の疼痛に関与する因子は「部位」「深さ」「大きさ」「年齢」

の順であり、それぞれ「四肢体幹の病変」「筋骨に達する病変」「5 ㎝以上の病変」

「7 歳以上の患者」で疼痛を合併しやすいことがわかった。今後疼痛患者（小学校

入学前後）における難治性静脈奇形に対するカンナビノイド由来製剤の適応につい

て詳細な検討を加える。 



 

 (倫理面への配慮) 

福岡大学【医に関する倫理委員会】で審査

後、平成 29 年 11 月 1 日承認されている（整

理番号 2016M096） 

 

Ｃ.研究結果 

平成 30 年度 

  頭頸部 四肢体幹 
疼痛発生率 20%* 63%* 
合計数 878 1265 
男性／女性 334 / 544 481 / 784 
平均年齢  31 歳 24 歳 
年齢中央値 27 歳 20 歳 

 

疼痛発生率は頭頚部で20％、四肢体幹で6

3％だった。 

それぞれの男女比や初診時の年齢について

有意差はなかった。 

 

 
部位 深さ 疼 痛 発

生率 
疼 痛
なし 

疼 痛
あり 

頭 頸
部 

皮膚皮下 11%* 388  50  
筋骨腱 28%* 298  116  

四肢 
体幹 

皮膚皮下 43%* 308  230  
筋骨腱 79%* 144  541  

 

病変の深達度でみると、膚皮下までの浅い病

変は筋骨腱に達する深い病変のたいして疼

痛発生率が小さいことがわかった。頭頚部の

皮膚皮下病変の疼痛発生率は11％ 筋骨腱

では28％ 四肢体幹では皮膚皮下病変の疼

痛発生率は43％ 筋骨腱では79％でそれぞ

れに有意差があった。 

 

 深さ   疼痛発
生率 

疼 痛
なし 

疼 痛
あり 

下記合計 男性 42% 471 345 
女性 47% 703 626 

皮膚皮下 男性 15% 283 51 
女性 23% 421 123 

筋骨腱 男性 61% 188 294 
女性 64% 282 503 

 

性別による有意差はみられなかった。念の

ため病変の深さ別に男女差がないかも確認

した。 

 
最大径 疼痛発生率 疼痛

なし 
疼痛
あり 

５㎝以下 29%* 716  290  
５～１０㎝ 56%* 237  274  
１０㎝以上 67%* 185  373  

 
病変が大きいほど疼痛の頻度が上昇する

ことがわかった。 
 

初診時年系と疼痛の関係を示したグラフ 

 左の四肢体幹では疼痛を示す赤線が 6－7

才で緑線を越える。四肢体幹の疼痛は小学校

入学頃から半数で疼痛を認める。 

 右頭頚部疼痛グラフでは疼痛なしの緑線

が加齢と共に低下する。15 才くらいで疼痛

あり（赤線）と同程度となるものの、疼痛あ

りの緑線を超過することはない。 

 

Ｄ.考察 

静脈奇形の疼痛に関与する因子は、「部位」

「深さ」「大きさ」「年齢」の順であり、「四

肢体幹の病変」「筋骨に達する病変」「5㎝以

上の病変」「7歳以上の患者」で疼痛を合併し

やすいことがわかった。各施設で症例を検討

した際に、上記の疼痛発生率を超えるようで

あれば治療k計画再考を要し、逆に大幅に下

回るのであれば、有効な治療をおこなってい

るといえる。 

静脈奇形の疼痛発生機序について詳細は

不明であり、local intravascular coagulopa

thy, LICの関与が高いとされている。今後は

血液データの蓄積が望まれ、これにより疼痛

発生予防につながるかもしれない。また、そ

の他の原因の場合カンナビノイド由来製剤



 

を用いた疼痛緩和について詳細検討を要す

ると思われた。 

 

Ｅ.結論 

静脈奇形の疼痛に関与する因子は、部位 

「深さ」「大きさ」「年齢」の順であり、「四

肢体幹の病変」「筋骨に達する病変」「5 ㎝以

上の病変」「7 歳以上の患者」で疼痛を合併

しやすいことがわかった。 
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